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1．本活動の目標

鈴鹿サーキットにて 2022年 7月 31日に開催され
た「2022 Ene-1 Challenge」という，充電式単三乾
電池（Eneloop）40本を動力源とするエコラン大会
に参加した．大会では定められたレギュレーション
の元で自分たちが作製した車両で 1周 5807km の
サーキットである 3周の合計タイムを競い合うレー
スである．本活動では 2台の車両で「Div1 b」およ
び「DivNEXT b」のカテゴリーに参加し，それぞ
れ，3周完走を目標とした．

2．出場車両について

2.1 出場カテゴリー
出場カテゴリーの概要を表 1に示す．カテゴリー
は 8個に分かれており，「Div1（a, b, c, d）」，「Div1
＋」，「DivNEXT（b, c, d）」となっている．
Div1では，学生から大人と幅広く参加すること

ができ，レベルの高い車両が多く参加する．
Div1＋では，一般の方のみが参加され Div1には
無い車両重量制限（35kg 以上）がある．
DivNEXT では，学生のみが参加することができ，
車両重量制限（35kg 以上）がある．このカテゴ
リーではデザイン賞もあり，ユニークなデザインの
車両を見ることができる．

2.1.1 Div1 b 出場車両
Div1 b 出場車両諸元を表 2，写真を図 1に示す．

前年度参加した車両では勾配 7.8％のダンロップ
コーナーを登り切れず，完走することができなかっ
た．トルクを上げつつ最高速度を伸ばすことを目的
に，使用していたモーターをより高トルクかつ高回
転が可能なものに変更．電圧は，24V ではトルク
重視，48V では高回転重視とコースの状況によっ
て変更可能であり，その働きを補助する 11段内部
変速機を導入することでより効率よく走行すること
が可能となった．
配線やコネクタ，ボディなどの素材を見返し，よ
り軽量かつ性能は高いものを厳選し，約 7kg の軽
量化にも成功している．

2.1.2 DivNEXT b 出場車両
DivNEXT b 出場車両諸元を表 3，写真を図 2に
示す．
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表 1 出場カテゴリー

表 2 Div1 b 出場車両諸元

図 1 Div1 b 出場車両
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前年度参加した大会で他車両との接触によりモー
ターにダメージを負ってしまったため，ダメージを
回復することに専念した．衝突により傷と歪みが生
じていたロータ・ユニットを新品のものと交換し，
モータ・コアと生じていた干渉を無くした．
またこのモーターはトルク重視のモーターのた
め，回転速度を上げないとスピードがでない問題が
あったため，トルク重視の 24V と高回転重視の 48

V と電圧を切り替えることができるようにした．

3．大会結果

今回の Ene-1 Challenge に参加したチームは合計
96チームおり，1台目の車両は 96チーム中 27位で
あり，2台目の車両は 96チーム中 72位となった．
また，96チーム中 3周完走できたチームは 35チー
ムであり，3周完走することが非常に困難であるこ
とがわかった．今回の参加車両 2台の大会結果を表
4に示す．

4．考察

4.1 Div1 b 出場車両の振り返り
今回の目標である 3周完走を達成したため，今回
の改良は成功であることが確認できた．しかし初め
て導入したモーター，24V, 48V 切り替え，11段内
部変速機など前回参加した車両に比べて変更点が多
く，前回のレース結果が参考にならず，エネルギー
マネジメントが上手くいかなかったため，多くの電
力を充分に使い切れずに終わってしまった．
次回の Ene-1 Challenge では今回のデータを元に，
ペース配分や車両の軽量化などを行っていこうと考
えた．

4.2 DivNEXT b 出場車両の振り返り
1周目では走行中にブレーキの不調により，走行
中にホイールとブレーキが干渉し，大きな抵抗を生
んでしまったため大幅なタイムロスに繋がってしま
い，3周目では走行中にブレーカーが数回落ちてし
まうなどマシントラブルが多く発生した．ブレーキ
を固定するステーの設計ミスや熱さによる電池の熱
ダレなどの要因が，このような問題が発生させてし
まった．
次回の Ene-1 Challenge では車両のメンテナンス
性能の向上や熱さ対策など，車両のメンテナンス性
に対する改良を行っていきたいと考えた．

5．まとめ

今回の Ene-1 Challenge では，2台の車両に多く
の改良を加えた上で大会に参加したため，3周完走
できるという確信が無く不安だったが，1台目は目
標であった 3周完走を達成した．2台目はマシント
ラブルが発生し，改良点を活かしきれなかったた
め，次回の Ene-1 Challenge ではより入念なマシン
のチェックを行い，2台の完走を果たしたい．

図 2 DivNEXT b 出場車両

表 3 DivNEXT b 出場車両諸元

表 4 大会結果
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